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C o n t e n t s　　　主な内容
令和２年（2020年）
9月15日発行

令和2年
6月定例会・7月臨時会

第 59 号

「元気いっぱい　やる気いっぱい　笑顔いっぱい　三笠っ子」本校のスローガン
のとおり、まさにたけのこのごとく、すくすくと成長している三笠っ子。中学校・こ
ども園・地域のみなさまと連携し、子どもたちにとって明日が待ち遠しい学校・
保護者や地域に信頼される学校をめざし、教育活動を展開しています。

［本会議］ ６月５日・18日　　　　議案審議
　　　　 ６月15日・16日　　　  一般質問
［常任委員会］

６月10日　総務企画・建設経済・教育民生

［本会議］ ７月28日　　　　　　議案審議

6月定例会（６/５～６/18…14日間）

7月臨時会（7/28…１日間）

平川市立碇ヶ関小学校のみなさん
令和にかがやく 平川市のたからもの

市
議
会
だ
よ
り

ひ
ら
か
わ

学校の
先生より



議
員
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
者
や
市
民
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
経
営
が
厳
し
い
飲
食
業

者
へ
の
支
援
策
は
。

答
市
内
の
多
く
の
飲
食
店

が
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
事
業
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
市
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
情
報

発
信
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
飲

食
・
交
通
券
を
発
行
し
地
域

経
済
の
回
復
に
努
め
ま
す
。

議
員
特
に
経
営
が
厳
し
い

宿
泊
業
者
へ
の
支
援
策
は
。

答
宿
泊
施
設
事
業
者
支
援

事
業
を
実
施
し
、
光
熱
水
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

議
員
小
・
中
学
校
の
長
期
間

の
臨
時
休
業
の
た
め
に
、
食
費

や
光
熱
費
な
ど
家
庭
の
負
担
も

増
加
し
て
い
る
。
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
支
援
策
は
。

答
国
で
は
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円
の
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
給
付
を
行
い
ま
し
た
。
市

で
は
、
特
に
経
済
的
な
影
響

を
受
け
や
す
い
、
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
７
月

定
期
支
給
の
児
童
扶
養
手
当

に
、
児
童
１
人
に
つ
き
２
万

円
を
上
乗
せ
支
給
し
ま
す
。

議
員
今
後
も
、
国
か
ら
市

へ
付
与
さ
れ
る
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
雇
用
や

事
業
の
継
続
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

工
く
藤
どう
貴
たか
弘
ひろ
 議員

新型コロナ対策

平川市プレミアム付飲食・交通券。10月30日まで販売予定。

さらなる支援が
　　　　必要です

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

新型コロナ対策 工藤　貴弘 P.2

碇ヶ関屋内温水プール
（ゆうえい館） 山田　忠利 P.3

市職員の給与 工藤　竹雄 P.3

防災行政無線 工藤　竹雄

新型コロナによる緊急
事態宣言の影響 佐藤　　保 P.4

新型コロナ感染拡大防
止対策 佐藤　　保

10年後に限界集落に
なると思われる地区 齋藤　　剛

国道102号板留トンネル 齋藤　　剛 P.4

コロナ禍での新庁舎建
設と財政運営計画 齋藤　律子 P.5

地域防災計画の見直し 齋藤　律子

人口減少対策 中畑一二美 P.6

新型コロナ対策 葛西　勇人 P.7

新型コロナ支援策 長内　秀樹 P.7

産
業

新型コロナ政府支援策 佐藤　　保

りんご栽培 大澤　敏彦 P.5

農業振興 大澤　敏彦

教
育・福
祉・医
療

新型コロナによる小・
中学校の臨時休業 山谷　洋朗

新型コロナ再流行を想
定した対策 山谷　洋朗 P.6

認知症対策 中畑一二美

　平川市のいろいろな課題等について、
議員が市に考えを聞くのが一般質問。全
質問項目は下表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに
１項目を抜粋・要約してお知らせします。

詳細は平川市議会
会議録へ

今回は11名の議員が質問しました

請願紹介 日米地位協定の抜本的見直しを求める請願
青森県平和委員会より、日米地位協定の抜本的見直しを求める請願書が本市議会へ提出さ
れ、請願の紹介議員である齋藤律子議員が趣旨説明を行いました。齋藤議員は1960年に締
結された日米地位協定について、本市議会から国へ意見書を提出したい旨を述べました。

見 

本
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約
71
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

減
少
の
理
由
は
一
部
事
業
の

中
止
の
影
響
の
ほ
か
、
在
宅

勤
務
の
実
施
等
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
の

５
月
は
約
３
２
９
万
円
支
給

し
、
前
年
比
で
約
40
万
円
増

加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
業
務
で
約
48

万
円
増
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
以
外
の
業
務
で
約
８
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く 

一
般
質
問
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
／
国
道
１
０
２
号
板
留
ト
ン
ネ
ル

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
庁
舎
建
設
／
り
ん
ご
栽
培

議
員
碇
ヶ
関
屋
内
温
水

プ
ー
ル
ゆ
う
え
い
館
は
、
市

内
外
の
多
く
の
お
客
様
に
利

用
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
施

設
で
あ
る
が
、
市
は
令
和
３

年
３
月
末
で
廃
止
す
る
考
え

を
示
し
て
い
る
。
今
年
の
５

月
に
は
、
平
川
水
泳
協
会
長

と
碇
ヶ
関
地
域
活
性
化
推
進

協
議
会
長
よ
り
、
同
施
設
の

存
続
を
求
め
る
要
望
書
と
署

名
簿
が
提
出
さ
れ
、
存
続
を

望
む
多
く
の
声
が
市
に
届
け

ら
れ
た
が
、
同
施
設
の
存
続

に
関
わ
る
住
民
説
明
会
は
い

つ
開
催
す
る
の
か
。

答
本
年
度
の
早
い
時
期
に

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

３
つ
の
密
※
１
を
避
け
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
、
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
望
書

と
署
名
簿
の
精
査
に
約
２
カ

月
か
か
る
た
め
、
住
民
説
明

会
は
秋
ご
ろ
に
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
仮
に
新
型
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
な
い
場
合
、
住
民
説

明
会
を
行
わ
ず
、
令
和
３
年

３
月
末
を
も
っ
て
同
施
設
を

廃
止
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る

か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
も
３
つ
の

密
の
防
止
し
な
が
ら
、
住
民

の
方
々
へ
、
ゆ
う
え
い
館
の

今
後
の
方
向
性
を
お
知
ら
せ

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
住
民
の
願
い
に
沿
う

よ
う
に
、
行
政
と
し
て
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
やま
田
だ
忠
ただ
利
とし
 議員

碇ヶ関屋内温水プール
（ゆうえい館）

ことば ※１　３つの密
　　　�新型コロナの集団発生のリスクが高いとされる３つの条件「換気の悪い密閉空間」「多数が集まる

密集場所」「間近で会話や発声する密接場面」のこと。

議
員
市
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
は
、
ど
の
よ
う
に
支

給
さ
れ
て
い
る
か
。

答
各
部
署
の
課
長
等
が
、

ど
の
よ
う
な
業
務
で
時
間
外

勤
務
を
行
う
の
か
確
認
し
た

上
で
、
職
員
に
勤
務
を
命
令

し
た
場
合
支
給
さ
れ
ま
す
。

議
員
命
令
を
受
け
ず
に
時

間
外
勤
務
を
す
る
職
員
も
多

い
と
聞
く
。
過
重
労
働
や
管

理
責
任
を
含
め
た
今
後
の
対

策
は
。

答
毎
年
各
部
署
か
ら
、
時

間
外
勤
務
の
実
態
な
ど
を
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
必
要

に
応
じ
、
時
間
外
勤
務
手
当

の
増
額
や
職
員
の
増
員
、
そ

の
ほ
か
産
業
医
に
よ
る
面
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
市
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
に
つ
い
て
、
前
年
同

時
期
と
比
較
し
て
の
増
減
は
。

答
今
年
の
４
月
は
約
４
３

９
万
円
支
給
し
、
前
年
比
で

工
く
藤
どう
竹
たけ
雄
お
 議員

市職員の給与

５月21日、市長と市議会へゆうえい館の存続を求める
要望書が山田敏雄平川水泳協会長から提出されました。

長時間労働は日本全国で問題になっています。

住民の切なる願いを
聞いてください

市職員の時間外勤務
の実態を問う
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一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
員
国
道
１
０
２
号
の
板

留
ト
ン
ネ
ル
と
こ
れ
に
接
続

す
る
田
代
ト
ン
ネ
ル
は
、
照

明
が
暗
く
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

や
路
肩
が
見
え
に
く
い
上
、

形
状
が
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い

る
の
で
自
動
車
で
通
行
す
る

と
、
自
転
車
に
気
づ
き
に
く

い
な
ど
非
常
に
危
険
。
危
険

解
消
の
た
め
の
市
の
考
え
は
。

答
こ
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
照

明
が
暗
く
感
じ
る
等
の
意
見

が
あ
る
こ
と
は
市
も
認
識
し

て
お
り
、
管
理
す
る
青
森
県

へ
改
善
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

県
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、

板
留
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
は
、

ト
ン
ネ
ル
の
外
部
と
内
部
の

照
度
の
関
係
を
機
械
的
に
感

知
し
、
自
動
点
灯
で
節
電
し

つ
つ
、
交
通
量
を
考
慮
し
、

道
路
照
明
基
準
に
基
づ
く
点

灯
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
板
留
ト
ン
ネ
ル

と
田
代
ト
ン
ネ
ル
は
、
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
の
工
期
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在
作
業
中
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
事
業
内
容
と
現
場
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
県
と

の
協
議
を
続
け
ま
す
。

議
員
こ
れ
ら
の
ト
ン
ネ
ル

は
平
川
市
外
に
あ
る
が
、
小

国
・
葛
川
地
区
の
住
民
を
は

じ
め
と
し
た
平
川
市
民
が
、

毎
日
使
う
ト
ン
ネ
ル
な
の
で

市
で
も
重
要
だ
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
。

齋
さい
藤
とう
　剛

たけし
 議員

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
全
国
に
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
市
へ
の
影
響
は
。

答
小
・
中
学
校
の
休
業
、

公
共
施
設
の
利
用
休
止
、
成

人
や
乳
幼
児
の
健
康
診
査
の

延
期
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向
を

注
視
し
、
検
証
し
な
が
ら
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

議
員
新
本
庁
舎
建
設
事
業

へ
の
影
響
は
。

答
同
事
業
は
今
後
の
発
注

を
予
定
し
て
お
り
、
施
工
業

者
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

制
限
さ
れ
て
い
た
都
道
府
県

を
ま
た
い
だ
人
の
往
来
や
、

資
材
の
生
産
・
流
通
な
ど
も

正
常
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
は
工
期
の
遅
れ
等

事
業
へ
の
影
響
は
な
い
と
想

定
し
て
い
ま
す
。

議
員
緊
急
事
態
宣
言
を
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

小
・
中
学
校
を
臨
時
休
業
と

し
た
か
。

答
子
ど
も
た
ち
の
健
康
・

安
全
を
第
一
に
考
え
、
健
康

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
感

染
症
の
予
防
措
置
と
し
て
４

月
21
日
～
５
月
６
日
ま
で
の

期
間
、
市
内
小
・
中
学
校
を

一
斉
休
業
と
し
ま
し
た
。

佐
さ
藤
とう
　保

たもつ
 議員

国道102号板留トンネル 緊急事態宣言の影響

国道102号板留トンネル。 緊急事態宣言下の猿賀公園。

市民への影響が気に
なります

トンネル内の照明が
暗くて危険です

平川市議会
会議録

公共施設完成 平川消防署碇ヶ関分署落成式
平川消防署碇ヶ関分署の落成式が開催され、議会を代表し福士稔
議長がテープカットを行いました。その後、出席議員は署内を視
察し、消防設備や勤務形態について説明を受けました。
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次
の
ペ
ー
ジ
も

市
の
こ
れ
か
ら
を
問
う 

一
般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
再
流
行
対
策
／
人
口
減
少
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
／
新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策

議
員
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

新
本
庁
舎
建
設
に
お
け
る
、

建
築
現
場
で
の
感
染
対
策
は
。

答
国
が
示
し
て
い
る
建
設

業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
現
場
で
の
マ
ス

ク
着
用
等
、
感
染
予
防
の
徹

底
、
ウ
ェ
ブ
会
議
や
メ
ー
ル

な
ど
に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
に

よ
り
、
３
つ
の
密
を
極
力
回

避
し
一
定
の
距
離
を
保
つ
こ

と
や
小
ま
め
な
喚
気
を
徹
底

議
員
本
年
度
か
ら
国
の
果

樹
経
営
支
援
対
策
事
業
※
１

の
補
助
対
象
に
、
超
高
密
植

栽
培
※
２
等
の
新
た
な
栽
培

方
法
が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
た
当
市
の
り
ん
ご
栽

培
の
将
来
像
は
。

答
農
業
者
の
高
齢
化
や
労

働
力
不
足
な
ど
将
来
的
な
課

題
を
考
慮
す
る
と
、
超
高
密

植
栽
培
は
有
効
な
栽
培
方
法

の
１
つ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

り
ん
ご
農
家
が
自
ら
の
経
営

し
感
染
防
止
に
努
め
ま
す
。

ま
た
家
族
の
感
染
が
判
明
し

た
作
業
員
や
、
体
調
が
悪
い

作
業
員
に
つ
い
て
は
、
自
宅

待
機
の
ほ
か
、
速
や
か
に
保

健
所
や
市
に
連
絡
し
て
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
受
注

者
に
要
請
し
ま
す
。
近
隣
市

町
村
で
感
染
が
発
生
し
た
場

合
は
、
感
染
対
策
を
徹
底
し

な
が
ら
工
事
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す

が
、
感
染
者
の
増
加
な
ど
に

に
合
う
栽
培
方
法
を
選
択
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
市

と
し
て
も
、
り
ん
ご
農
家
の

新
た
な
取
り
組
み
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

検
討
し
ま
す
。

議
員
本
年
度
の
同
事
業
に

お
け
る
、
り
ん
ご
の
木
の
植

え
替
え
の
申
し
込
み
人
数
は
。

答
マ
ル
バ
台
栽
培
※
２
が
３

人
、
わ
い
化
栽
培
※
２
が
20
人
、

高
密
植
栽
培
※
２
が
１
人
、
超

よ
り
受
注
者
か
ら
工
事
の
一

時
中
止
等
の
申
し
出
が
あ
る

場
合
は
状
況
を
個
別
に
確
認

し
た
上
で
措
置
を
講
じ
ま
す
。

議
員
感
染
の
第
２
波
、
第

３
波
が
襲
来
し
、
建
設
資
材

の
市
場
流
通
が
滞
っ
た
場
合

の
対
応
は
。

答
工
期
延
長
と
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
受
注

者
と
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ

を
実
施
し
影
響
が
最
小
限
に

抑
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

高
密
植
栽
培
が
２
人
で
す
。

こ
れ
ら
は
令
和
３
年
度
実
施

と
な
り
ま
す
。

議
員
超
高
密
植
栽
培
は
、

早
期
多
収
で
高
度
な
剪
定
技

術
を
要
し
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
反
面
、
先
行
投
資
が
高

額
で
あ
る
こ
と
や
苗
木
の
準

備
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
。
苗
木
は
事
前
に
発
注

す
る
こ
と
で
数
量
を
確
保
で

き
る
と
考
え
る
が
、
市
の
早

急
な
対
応
を
要
望
す
る
。

齋
さい
藤
とう
律
りつ
子
こ
 議員

コロナ禍での
新庁舎建設

大
おお
澤
さわ
敏
とし
彦
ひこ
 議員

りんご栽培

ことば

※１　果樹経営支援対策事業
　　　�経営改善に取り組む農業の担い手を支援す

る国の事業。優良品目・品種への転換や園
地整備などに補助金が交付される。

※２　りんごの栽培方法
　　　�マルバ台栽培…普通栽培と呼ばれ幹の太い丈夫な木を用いる栽培方法。
　　　わい化栽培…幹が細くコンパクトな木を用いて多くの木を植える栽培方法。
　　　高密植栽培…�わい化栽培よりコンパクトな木を用いて、より多くの木を植える栽

培方法。面積当たりの木の数が特に多いと超高密植栽培と呼ばれる。

新本庁舎建設予定地（旧平川診療所跡地）。令和２年度
の着工、令和４年度の開庁予定。

高密植栽培に取り組むりんご園地。

りんご栽培の転換期を
見据えて

外部からの感染拡大が
心配です
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一
般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
再
流
行

に
よ
り
再
び
小
・
中
学
校
が

臨
時
休
業
と
な
っ
た
場
合
の
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

答
各
家
庭
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
か
調
査

し
て
お
り
、
碇
ヶ
関
小
学
校

で
は
約
90
％
の
家
庭
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
市
内

の
全
小
・
中
学
校
で
も
早
い

時
期
に
同
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
年
内
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
実
施
に
向
け
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
は
年
内

中
、
通
信
環
境
の
整
備
は
令

和
３
年
３
月
中
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
併
せ
て
、
家
庭
内

に
通
信
環
境
が
な
い
児
童
生

徒
が
学
校
内
で
学
習
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
再
流
行

に
備
え
て
必
要
な
も
の
を
養
護

教
諭
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
サ
ー

モ
カ
メ
ラ
の
要
望
が
多
か
っ
た
。

同
カ
メ
ラ
は
離
れ
た
場
所
で
体

温
を
検
知
で
き
る
の
で
、
測
定

時
の
感
染
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
学
校
に
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
各
学
校
に
非
接
触
型
の

体
温
計
を
整
備
し
て
感
染
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
現
時
点
で
整
備
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

議
員
安
全
安
心
確
保
の
た

め
、
各
学
校
に
サ
ー
モ
カ
メ

ラ
を
整
備
す
る
こ
と
を
願
う
。

山
やま
谷
や
洋
ひろ
朗
あき
 議員

新型コロナ再流行対策

議
員
当
市
の
直
近
５
年
間

の
若
い
世
代
の
転
出
状
況
は
。

答
平
成
27
年
か
ら
令
和
元

年
ま
で
の
転
出
者
は
合
計

３
７
４
４
人
で
す
。
こ
の
う

ち
15
歳
か
ら
29
歳
の
転
出
者

数
は
男
性
で
８
４
５
人
、
女

性
で
９
９
５
人
で
あ
り
、
若

い
世
代
の
転
出
が
全
体
の
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

議
員
地
方
創
生
の
た
め
に

も
、
若
い
世
代
の
転
出
を
抑

え
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
女

性
は
１
度
東
京
圏
に
転
出
す

る
と
、
地
元
に
戻
ら
な
い
傾

向
が
強
い
た
め
、
今
後
の
人

口
減
少
対
策
で
は
、
若
い
女

性
を
対
象
と
し
た
施
策
が
重

要
に
な
る
と
考
え
る
が
。

答
当
市
は
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
施
策
の
１
つ
と

し
て
本
年
度
か
ら
若
者
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
目
的

と
し
た
若
者
議
会
事
業
の
立

ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
20
代
の
若
者

に
、
令
和
３
年
度
以
降
は
高

校
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環

境
整
備
の
ほ
か
、
若
者
が
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
考
え
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

議
員
多
く
の
自
治
体
で
女

性
が
多
い
た
め
、
女
性
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
自
治
体
や
企
業

が
繁
栄
し
て
い
く
と
考
え
る
。

中
なか
畑
はた
一
ひ
二
ふ
美
み
 議員

人口減少対策

※３　抗体検査
　　　�血液の成分等を調べ、特定の病気に対する過去の感染

の有無や免疫について調べること。

コロナ禍であっても子どもたちの教育機会を確保するこ
とが重要です。

小・中学校の安心安全
のために

６月末時点の当市の人口。減少傾向が続いています。

平川市議会
会議録

女性を大事にした政策を

ひらかわ市議会だより 第59号 6



次
の
ペ
ー
ジ
は

審
議
議
案
等
と
そ
の
結
果

令
和
２
年
６
月
定
例
会・７
月
臨
時
会
審
議
議
案
結
果

議
員
期
末
手
当
減
額
／
表
彰
受
賞　
他

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
市
長
の
所
信
は
。

答
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
活
動
の

自
粛
と
休
業
要
請
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
し

い
生
活
様
式
※
１
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
引
き
続
き
感
染

予
防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

お
け
る
市
政
の
重
点
は
。

答
一
つ
目
に
市
民
の
健
康

と
命
を
守
る
こ
と
、
二
つ
目

に
市
内
の
経
済
を
守
る
こ
と

で
す
。

議
員
市
民
が
安
心
し
て
経

済
活
動
等
を
行
う
た
め
、
店

舗
等
に
対
す
る
新
し
い
生
活

様
式
に
従
っ
た
ル
ー
ル
作
り

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。

答
県
に
は
店
舗
等
に
感
染

防
止
等
の
協
力
要
請
を
行
う

権
限
が
あ
り
ま
す
が
、
市
に

は
な
い
た
め
、
県
が
示
し
た

協
力
要
請
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

議
員
市
保
有
の
財
政
調
整

基
金
※
２
の
繰
り
入
れ
見
込
み
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
事
業
費
総

額
は
、
特
別
定
額
給
付
金
事

業
を
除
き
約
５
億
円
で
す
。

不
足
と
な
る
約
２
億
６
千
万

円
は
、
財
政
調
整
基
金
を
繰

り
入
れ
る
予
定
で
す
。

議
員
も
っ
と
基
金
を
投
入

し
、
市
内
の
需
要
喚
起
に
努

め
る
べ
き
と
私
は
考
え
る
。

葛
か
西
さい
勇
はや
人
と
 議員

新型コロナ対策

議
員
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、

社
会
的
弱
者
へ
の
支
援
策
は
。

答
高
齢
者
や
１
人
暮
ら
し

の
方
の
支
援
の
た
め
、
タ
ク

シ
ー
に
よ
る
買
物
代
行
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
で
き
る
か
市
内

事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
川
市
奨
学

金
を
返
還
し
て
い
る
方
の
う

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
、
返
還

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
方
の

支
援
と
し
て
、
奨
学
金
の
納

付
期
限
を
最
大
１
年
間
延
長

し
、
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま

す
。

議
員
そ
の
ほ
か
検
討
し
て

い
る
市
独
自
の
支
援
策
は
。

答
特
別
定
額
給
付
金
の
支

給
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
４

月
28
日
か
ら
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
へ
10
万
円
の
給
付
を
検
討

し
て
い
る
ほ
か
、
６
月
か
ら

令
和
３
年
３
月
ま
で
市
内

小
・
中
学
校
の
給
食
費
を
無

償
と
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
支
援
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員
新
型
コ
ロ
ナ
の
抗
体

検
査
の
支
援
※
３
な
ど
、
市

民
を
守
る
た
め
次
の
段
階
の

手
立
て
を
検
討
す
べ
き
。
ス

ピ
ー
ド
感
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を

大
切
に
し
た
市
独
自
の
支
援

策
を
望
む
。

長
おさ
内
ない
秀
ひで
樹
き
 議員

新型コロナ支援策

ことば
※１　新しい生活様式
　　　�新型コロナ感染拡大から守るため、国から示された生活の仕方。

具体的には人との身体的距離の確保やマスク着用、手洗いの推進
など。

※２　財政調整基金
　　　�地方公共団体の年度により生じる財源の不均衡

を調整するためのお金。地方公共団体における
貯金とも言われる。

国から示されたの新しい生活様式の一例。７月１日、交付１人目となる工藤楓太ちゃんと母親の美香さんへ
市長から10万円の目録が送られました。市独自の子育て政策です。

市民を守るため市独自
の支援策の充実を

より積極的な市の支援
が必要です

7



議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です12月15日

　６月定例会の運営にあたってはいろいろな新型コロナ感
染対策を講じました。その一つが、３密を防ぐとともに検
温とマスクの着用はもちろん、議員席には隣席との間に飛
沫感染防止のアクリル板を設置し、換気効率を高めるため
議場の扉を常時開放し開催しました。�
　また、一般質問の時間も一人当たり60分から30分に短
縮し、感染防止からインターネット中継の利用を呼びかけ
傍聴自粛のお願いもしました。�
　一方、新型コロナ感染対策審議のため５月１日と７月28
日に臨時議会を開催しました。今後も市民の健康と暮らしを
守るため、議会としてのチェック機能を高め、時代に合った
スピード感ある議会を目指していきます。� （長内秀樹）

令和２年６月定例会・７月臨時会
審議議案とその結果（抜粋）

請願・陳情は
午後５時までにご提出願います。

令和２年 第４回定例会は
12月上旬からの予定

開会は10時です

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　工　藤　貴　弘
副委員長　葛　西　勇　人
委　　員　山　谷　洋　朗
　　　　　長　内　秀　樹
　　　　　山　田　忠　利
　　　　　桑　田　公　憲

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111
提出方法はこちらから▶

傍聴自粛のお願い
新型コロナ感染拡大防止のた
め傍聴は控え、インターネット
中継等を利用くださ
るようお願いします。

平川市議会会議録

新型コロナによる児童生徒の感
染症予防対策等の費用を支援す
るため、平川市議会では議会に
関わる予算を減額しています。
●�６月期議員期末手当を20％
減額
●議員研修の中止による関連予算の減額

議員期末手当等を減額

議会中継はこちらから▶

上程された議案・概要 結 果
６月定例会
条例の制定
平川市議会議員の期末手当の額の特例に関する条例案� ※詳しくは中段「議員期末手当等を減額」をご覧ください。 可決
条例の一部改正
平川市防災行政無線施設設置条例の一部を改正する条例案 可決
平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 可決
平川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 可決
平川市手数料条例の一部を改正する条例案 可決

（起立採決）
平川市土地開発基金条例の一部を改正する条例案 可決
平川市介護保険条例の一部を改正する条例案 可決
令和２年度補正予算
一般会計 可決
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計 可決
水道事業会計 可決
簡易水道特別会計 可決
その他

人権擁護委員候補者の推薦について�
再任の小笠原昭治人権擁護委員▶

� 　�　 
再任の山田君子人権擁護委員▶

� 　�　 同意

平川市土地開発公社の解散について 可決
新市建設計画の変更について 可決
工事の請負契約について 可決
財産の取得について 可決
市道路線の廃止について 可決
市道路線の認定について 可決
日米地位協定の抜本的見直しを求める請願� ※詳しくは２ページ下欄「請願紹介」をご覧ください。 不採択

（起立採決）
７月臨時会
令和２年度補正予算
一般会計 可決
その他
財産の取得について 可決

編集後記

各議案の詳細はこちら

６月定例会１日目 ７月臨時会１日目

全議員を代表して減額理由を述べた
長内秀樹議会運営委員会委員長

福士　稔 議員
全国市議会議長会
役員（評議員）
2019年８月～
� 2020年５月歴任

桑田公憲 議員
平川市議会副議長

2015年７月～
� 2019年７月歴任

表彰
受賞

全国815の市議会議長で組織される全国市議会議長会では、
市政等の発展に努めた議員に表彰を行います。このたび、議
員２人と齋藤政子前議長と佐藤雄前議員が表彰されました。
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